
 

 

 

 

 

2023年 5月 10日 

各 位 

会 社 名  住友理工株式会社 

代表者名 執行役員社長  清水 和志 

（コード：5191 東証プライム・名証プレミア） 

問合せ先責任者 決算税務部長 井之坂 俊哉 

 （TEL.052-571-0200） 

 

通期連結業績予想値と実績値との差異および特別損失（個別決算）の計上 

ならびに剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

2023年２月１日に公表しました、2023年３月期の通期連結業績予想値と本日公表の実績値との差異が発生したことに加え、

2023年３月期の決算において、特別損失（個別決算）を計上しましたのでお知らせいたします。 

また、2023年５月10日開催の取締役会において、下記のとおり、2023年３月31日を基準日とする剰余金の配当（期末配当）

につき、2023年６月15日開催予定の第135回定時株主総会に付議することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

１．2023年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2022年４月 1日～2023年３月 31日） 

 
売上高 事業利益※ 営業利益 税引前利益 当期利益 

親会社の所有者に

帰属する 

当期利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 
 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

540,000 

百万円 

13,500 

百万円 

11,500 

百万円 

9,500 

百万円 

3,000 

百万円 

1,200 

円 銭 

11.56 

実績値（Ｂ） 541,010 17,870 16,560 14,908 8,690 6,683 64.37 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,010 4,370 5,060 5,408 5,690 5,483 ― 

増減率（％） 0.2% 32.4% 44.4% 56.9% 189.7% 456.9% ― 

（ご参考）前期実績 

（2022年３月期） 
445,985 6,467 1,110 387 △4,169 △6,357 △61.23 

※事業利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除し、持分法による損益を含めて算出しております。 

 

２．差異の理由  

2023 年３月期通期連結の実績値は、原燃料費用高騰分の一部につき、回収が進んだことに加え、間接費の低減などの効果

により、事業利益以下の各利益項目は、前回発表の予想値を上回りました。 

 

３．特別損失の計上について(個別決算) 

個別決算において、連結子会社の財政状態を踏まえ、関係会社事業損失引当金繰入額 3,949 百万円を特別損失に計上いた

しました。なお、当該損失は連結決算において消去されるため、連結損益への影響はございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．剰余金の配当について 

（１）期末配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2023年２月１日公表） 

前期実績 

（2022年３月期） 

基準日 2023年３月 31日 2023年３月 31日 2022年３月 31日 

１株あたりの配当金 
円 銭 

8.00 

円 銭 

7.00 

円 銭 

7.00 

配当金総額 1,557百万円 ― 1,454百万円 

効力発生日 2023年６月 16日 ― 2022年６月 17日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（２）理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要政策の一つとして位置づけ、業績を勘案したうえで、長期にわたり安定

的な配当を維持することを基本方針としております。 

当期の期末配当金につきましては、当期の業績が前回発表予想を上回ったことを踏まえ、１円増配し、１株当たり８

円といたします。これにより、2023 年３月期の年間配当金は、中間配当金７円を含めまして 1 株当たり 15 円となりま

す。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 １株あたり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 合計 

当期実績 
円 銭 

7.00 

円 銭 

8.00 

円 銭 

15.00 

前期実績 

（2022年３月期） 

円 銭 

7.00 

円 銭 

7.00 

円 銭 

14.00 

 

以 上 


